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12月は歳末たすけあい運動月間です

鰤 鰻

※募金ボランティアの方が義援金の
お願いについて各家庭を訪問いたし
ますので、ご協力下さるようお願い
いたします。

◎今年度の義援金につむヽてはこのような配分を計画してもヽます。

除雪ボランティア活動 17.000閣
(住民参加による福祉のまちづくり活動へ )

贈呈諸費 :3,000R

大i幽市共同募金会西他北分会 。大仙市社会福祉協議会西他北支所

今年も12月 1日から全国一斉に『歳末た

すけあい運動』が実施されます。
この運動は、新たな年を向かえる時期 (歳末)
に支援を必要とする人たちが地域で安心して暮ら

すことができるように、住民の参加や理解を得
々な福祉活動を展開していくものです。

自 審

帯お警姜詈廓鵞香霧勇景稔僧FE墨
と同じく、500円以上とさせてしヽ
ただきます。

鑢 錮
締切は、配分委員会 (12月 24興 )

錮:17総ク撃霧晟響昇を
お願いします。

お、くしカレンダー贈呈 190,000鶴
(ボランティアの協力により作成し贈皇します)


